
クロマチン構造のスイッチング
－原子間力顕微鏡による微細構造解析－

分析・計測

研究目標：クロマチンの挙動をナノレベルで明らかにする

蛍光顕微鏡 原子間力顕微鏡

高分解能イメージングで明らかとなったクロマチン階層構造

外部環境変化（NaCl増大）によるダイナミック構造変換
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